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 記念館の子どもたちは 12 月 10 日（土）

の記念館クリスマス会でとっても張り切

り、頑張っていました。冬休みに入ると、

サンタさんからプレゼントをもらった話

も聞かせてくれました。 

これからお正月になり、お年玉をもらっ

て、子どもたちにとって楽しくウキウキす

る時が目白押しですね。夏休みほど宿題も

出ていないようで本当にのびのび過ごし

ています。 

 子どもたちを見ていて、自分の幼い頃を

思い出しました。クリスマスプレゼントは

ささやかなものだったと記憶しています

が、それでも朝起きて、枕元にプレゼント

が置いてあると嬉しかったです。私は北海

道出身なので、冬休みは雪遊びをして楽し

んでいました。親たちが雪かきをしている

傍らで雪だるまを作っていました。『メリ

ーポピンズ』の映画を見て、小学生高学年

の時に煙突掃除（薪ストーブや石炭ストー

ブだったので）が楽しくなったことも思い

出します。時代を感じますね。お家の中や

外の掃除も手伝わされました。母はおせち

料理をせっせと作っていました。うま煮、

黒豆、きんとん、お寿司等です。 

我が家は大みそかの夜にご馳走を食べ

るのが常でしたが、東京生まれの父は「ど

うして、大みそかにご馳走を食べるの？お

せち料理はお正月に食べるのではないの 

か？」と聞くと、北海道生まれの母は「大

晦日に食べるのが普通だべさ」と答える

のです。これが両親の毎年のやり取りで

した。私はお正月にお雑煮を食べて、お

年玉をもらって、すぐに使いたいと思い

ながら、近所のお店はどこも締まってい

ました。3日間はかるた遊びやトランプ、

たこ揚げ等お正月遊びをして楽しみまし

た。 

 家庭を持つようになり、それぞれの家

の過ごし方があるのに驚きました。夫は

和歌山出身で、正月 2日には寒中水泳を

する行事をしていたと聞いてびっくりし

ました。 

 お正月に限らず、いろいろな行事が地

域によって違います。子どもたちは今過

ごしている時代や地域によって生きてい

ます。家で育まれたもの、地域で育まれ

たもの、日本、世界の交わりの中で育ま

れたものが一人ひとりの文化を形作って

います。 

そして大きくなり、また、次の世代に

引き継がれていくのだと思います。今何

気なく過ごしている日常ですが、子ども

たちの成長の過程を形成しています。

2023 年も何気ない一日一日を大切に過ご

していくことができればと願っていま

す。2023 年も職員一同よろしくお願いい

たします。 
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「何気ない日常が文化の源」                  加藤 輝勢子 
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